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2

　
峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・

丹
後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
合

併
協
議
会
は
、
六
町
の
議
会
の
議

決
を
経
て
、
本
年
四
月
一
日
付
け

で
発
足
い
た
し
ま
し
た
。 

　
丹
後
地
域
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

昭
和
の
大
合
併
か
ら
約
五
十
年
を

経
過
し
た
今
日
、
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
地
場
産
業
の
低

迷
、
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
が
一

層
進
行
す
る
中
、
交
通
網
の
整
備

・
充
実
等
に
伴
い
、
日
常
の
生
活

圏
は
め
ざ
ま
し
く
拡
大
し
て
お
り
、

町
の
区
域
を
越
え
た
行
政
需
要
も

ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。 

　
二
十
一
世
紀
は
、
地
方
分
権
の

時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
材
、
文
化
、

産
業
等
の
資
源
を
有
機
的
に
連
携

活
用
し
な
が
ら
、
今
ま
で
の
市
町

村
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
広

域
的
な
視
点
に
立
っ
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
六
町

の
合
併
に
つ
い
て
市
制
へ
の
移
行

期
限
も
視
野
に
入
れ
、
平
成
十
六

年
三
月
末
日
ま
で
を
目
途
と
し
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
各
町
長

で
確
認
し
、
こ
の
協
議
会
を
設
置

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
た
よ
り
」
は
、
合
併
協

議
会
で
の
協
議
内
容
な
ど
を
公
開

す
る
た
め
発
行
す
る
も
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
論
議
・
判
断
に
役
立
て

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

峰山町・大宮町・網野町・丹後町・ 
弥栄町・久美浜町合併協議会 

会 長　  丹後町長  相  見  幸  三 

峰山町 

久美浜町 

大宮町 

弥栄町 

丹後町 

網野町 



日
本
の
町
村
の
数
は
、
明
治
二

十
一
年
末
に
は
七
万
千
三
百
十
四

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明

治
二
十
二
年
に
市
制
・
町
村
制
が

施
行
さ
れ
る
と
、
一
万
五
千
八
百

二
十
と
約
五
分
の
一
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
「
明
治
の
大
合
併
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

昭
和
に
入
り
、
市
町
村
の
数
は

緩
や
か
に
減
少
。
第
二
次
大
戦
後

制
定
さ
れ
た
新
し
い
憲
法
の
も
と

で
、
義
務
教
育
や
消
防
団
、
社
会

福
祉
に
保
健
衛
生
な
ど
多
く
の
事

務
が
市
町
村
で
処
理
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
の
市
町
村
は
規

模
も
小
さ
く
、
行
財
政
能
力
に
乏

し
い
も
の
が
多
く
、
事
務
の
受
け

入
れ
体
制
整
備
に
と
、
昭
和
二
十

八
年
「
町
村
合
併
促
進
法
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
そ

の
法
律
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て

「
新
市
町
村
建
設
促
進
法
」
が
施
行

さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
法
律
の
も
と

昭
和
二
十
八
年
に
は
九
千
八
百
六

十
八
あ
っ
た
市
町
村
が
昭
和
三
十

六
年
に
は
、
三
千
四
百
七
十
二
に

な
り
、
こ
れ
を
「
昭
和
の
大
合
併
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
丹
後
六
町
に

お
い
て
も
こ
の
時
期
に
合
併
が
行

わ
れ
、
お
お
む
ね
現
在
の
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
年
以
降
は
、
高
度
経

済
成
長
に
よ
る
生
活
水
準
の
向
上

や
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普

及
な
ど
で
日
常
生
活
圏
が
拡
大
し
、

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
広
域
行

政
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
う
し
た
中
、
昭
和
四
十
年
に

「
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
十
年
間
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た

も
の
が
、
昭
和
五
十
年
と
六
十
年

に
延
長
さ
れ
、
そ
の
後
平
成
七
年

に
も
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
十

一
年
に
は
、「
自
立
し
得
る
市
町
村
」

を
住
民
の
選
択
等
に
よ
っ
て
築
い

て
い
け
る
よ
う
、
新
た
な
制
度
、

新
た
な
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
る

な
ど
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

後
・
宮
津
与
謝
の
一
市
十
町
で
構

成
さ
れ
る
「
丹
後
地
域
行
政
改
革

推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
そ
の

中
に
丹
後
六
町
で
構
成
さ
れ
る

「
峰
山
地
域
分
科
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
峰
山
地
域
分
科
会
で
は
、

年
度
内
に
法
定
協
議
会
を
設
置
す

る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

明
け
て
平
成
十
四
年
二
月
四
日

に
は
、
丹
後
六
町
が
京
都
府
の

「
合
併
重
点
支
援
地
域
」
の
指
定
を

受
け
、
そ
し
て
、
各
町
三
月
定
例

議
会
で
の
議
決
を
得
て
、
四
月
一

日
に
「
峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野

町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜

町
合
併
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

合
併
に
向
け
て
の
気
運
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
地
域
な
ど
を
都
道

府
県
が
指
定
。
法
律
に
基
づ
く
合

併
協
議
会
を
設
置
し
「
市
町
村
建

設
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

国
や
都
道
府
県
の
重
点
的
支
援
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
で
、
住
民
が
求
め

る
合
併
後
の
新
し
い
「
ま
ち
づ
く

り
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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こ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
、
平

成
十
三
年
七
月
二
十
七
日
、
丹

■協議会設立までの経緯
平成１３年　６月１１日　丹後・与謝１０町長が「市町村合併問

題研究会」を開催
平成１３年　７月２７日 「丹後地域行政改革推進会議」を設置

・丹後６町で構成する「峰山地域分科
会」を設置

平成１３年１２月　８日 「市町村合併をともに考える全国リレー
シンポジウム２００１ｉｎ京都」を峰
山町で開催

平成１４年　２月　４日　丹後６町が京都府の「合併重点支援地
域」に指定

平成１４年　２月２８日　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥
～３月　８日　栄町・久美浜町合併協議会設置議案が

各町議会に順次提出
平成１４年　３月１１日　

各町議会で同議案が順次議決
～３月２２日　

平成１４年　４月　１日　合併協議会の設置と規約を６町で告示
合併協議会事務所開設

町の花 

さつき かえで 67.4513,564

町の木 人  口 
（人） 

峰山町  

百日草 もくせい 68.9310,805大宮町  

チューリップ 松 75.0716,056網野町  

すいせん 黒　松 64.967,164丹後町  

福寿草 赤　松 80.386,132弥栄町  

チューリップ 梅 145.0411,857久美浜町 

501.8365,578合 計  

面  積 
（平方d） 

 

丹後6町の現在 丹後6町の現在 

人口は平成１２年 
国勢調査による （　　　 ）



平
成
十
四
年
四
月
十
七
日
、大
宮

町
の
国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー

「
丹
後
お
お
み
や
」に
お
い
て
、丹
後

六
町
よ
り
委
員
五
十
人
が
集
ま
り
、

第
一
回
峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野

町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜

町
合
併
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
十
六
年
三
月
末

日
ま
で
を
目
途
と
し
、
合
併
も
視

野
に
入
れ
た
今
後
の
町
の
在
り
方

を
協
議
し
て
い
く
場
と
な
り
ま
す
。

協
議
会
で
は
、

岡
六
右
衛
門

副
会
長
の
開
会
宣
言
の
後
、会
長
・

副
会
長
及
び
各
町
か
ら
選
出
さ
れ

た
委
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
本
協
議
会
の
規
約

や
予
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
後
、

協
議
会
運
営
規
程
、
小
委
員
会
運

営
規
程
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
町
の
行
っ
て
い
る
事
務
事
業
の

調
整
な
ど
を
協
議
す
る
た
め
の
合

併
協
定
項
目
（
案
）
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
で
の
協
議
内
容
に
つ

い
て
は
公
開
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
手
法
や
傍
聴
等
に
つ
い

て
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
す
る
特
別
委
員
会
等
の
委
員

長
及
び
選
出
議
員
（
二
号
委
員
）

○
六
町
の
長
が
協
議
し
て
定
め
た

学
識
経
験
者
（
三
号
委
員
）

会
議
の
運
営

○
会
議
は
、
在
任
委
員
の
半
数
以

上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

小
委
員
会

○
協
議
会
が
、
担
任
事
務
の
一
部

に
つ
い
て
、
専
門
的
に
調
査
、

審
議
等
を
行
わ
せ
る
た
め
に
設

置
す
る
も
の
。

事
務
局

○
協
議
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
事
務
局
を
置
く
。

経
　
費

○
協
議
会
に
要
す
る
経
費
は
、
六

町
で
均
等
に
負
担
す
る
も
の
と

す
る
。
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峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹

後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
合
併

協
議
会
　
規
約

（
要
約
、
一
部
抜
粋
）

協
議
会
の
任
務

○
六
町
の
合
併
に
関
す
る
協
議

○
新
市
建
設
計
画
の
作
成

協
議
会
の
委
員

○
六
町
の
長
及
び
六
町
の
助
役

（
一
号
委
員
）

○
六
町
の
議
会
の
議
長
、
合
併
に

委嘱状交付

◆
会
議
の
開
催

○
協
議
会

原
則
と
し
て
隔
月
第
四
水
曜

日
と
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
随
時

開
催
す
る
も
の
と
す
る
。
開
催

場
所
は
六
町
持
ち
回
り
と
す
る
。



合
併
協
議
会
は
、
丹
後
六
町
の
町
長
、
助
役
を
一
号
委
員
と

し
、
さ
ら
に
町
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
三
人
を
二
号
委
員
、

各
町
の
学
識
経
験
者
三
人
等
を
三
号
委
員
と
し
て
、
総
勢
五
十

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
下
に
は
四
つ
の
小
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
は
そ

れ
ぞ
れ
の
小
委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

こ
の
小
委
員
会
に
協
議
資
料
を
提
供
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
別
に
組
織
さ
れ
て
い
る
専
門
部
会
で
、
各
町
の
担
当
課

長
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
部
会
の
下
に
は
さ
ら
に
細
か
い

分
野
で
の
分
科
会
が
あ
り
、
各
町
の
担
当
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

5

○
小
委
員
会

原
則
と
し
て
各
小
委
員
会
の

正
副
委
員
長
の
選
出
さ
れ
た
町

で
交
互
に
行
う
。
た
だ
し
、
新
市

建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
に
つ

い
て
は
、六
町
持
ち
回
り
と
す
る
。

◆
会
議
の
公
開

こ
れ
ら
二
つ
の
会
議
は
公
開

で
す
。
希
望
者
は
各
会
場
で
、

受
付
後
会
議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
を
設
け
ま
す
の

で
そ
れ
を
超
え
る
場
合
に
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、協
議
会
・
小
委
員
会

で
の
資
料
は
、各
町
役
場
で
会
議

の
翌
日
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

ま
た
会
議
の
概
要
や
資
料
は
、で

き
る
だ
け
速
や
か
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
た
よ
り
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

◆
傍
聴
の
取
り
扱
い

危
険
物
を
持
っ
て
い
た
り
、

酒
気
を
帯
び
て
い
た
り
、
楽
器

類
を
持
っ
て
い
る
人
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
場
内
で

騒
い
だ
り
、
飲
食
や
喫
煙
、
妨

害
行
為
を
す
る
場
合
は
、
退
場

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
会

場
内
で
の
撮
影
や
録
音
は
議
長

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
で
き

ま
せ
ん
。

１　合併の方式に関すること
２　合併の期日に関すること
３　新市の名称に関すること
４　新市事務所の位置に関すること
５　財産及び債務の取扱いに関すること
６　議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること
７　農業委員会委員の定数及び任期の取扱いに関すること
８　地方税の取り扱いに関すること
９　一般職の職員の身分の取扱いに関すること
１０　特別職等の身分の取扱いに関すること
１１　条例、規則の取扱いに関すること
１２　事務機構及び組織の取扱いに関すること
１３　一部事務組合等の取扱いに関すること
１４　使用料及び手数料等の取扱いに関すること
１５　公共的団体等の取扱いに関すること
１６　各種団体への補助金、交付金等の取扱いに関すること
１７　町、字の区域及び名称の取扱いに関すること
１８　町の慣行の取扱いに関すること
１９　各種事務事業の取扱いに関すること
１９－ １ 自治会、行政連絡機構の取扱い
１９－ ２ 情報公開の取扱い
１９－ ３ 男女共同参画の取扱い
１９－ ４ 人権啓発の取扱い
１９－ ５ 広聴広報の取扱い
１９－ ６ 消防団の取扱い

１９－ ７ 防災関係の取扱い
１９－ ８ 姉妹都市等の取扱い
１９－ ９ 電算システムの取扱い
１９－１０ 納税関係の取扱い
１９－１１ 国民健康保険の取扱い
１９－１２ 保育所の取扱い
１９－１３ 環境事務の取扱い
１９－１４ 塵埃処理の取扱い
１９－１５ 保健衛生の取扱い
１９－１６ 各種社会福祉事業等の取扱い
１９－１７ 介護保険の取扱い
１９－１８ 病院、診療所の取扱い　
１９－１９ 小中学校、幼稚園の通学区域等の取扱い　
１９－２０ 学校教育の取扱い
１９－２１ 学校給食の取扱い
１９－２２ 社会教育の取扱い
１９－２３ 都市計画の取扱い
１９－２４ 建設関係事業の取扱い
１９－２５ 公営住宅の取扱い
１９－２６ 上水道等の取扱い
１９－２７ 下水道等の取扱い
１９－２８ 農林水産事業の取扱い
１９－２９ 商工観光事業の取扱い
２０　新市建設計画に関すること
２１　その他必要な事項に関すること

合併協議会 
合併に関する協議 
新市建設計画の作成 

小委員会 
専門協議事項の 
調査・審議 

専門部会 
協議会事務を専門 
的に協議・調整 

分科会 
協議事務分野を専 
門的に資料作成 

幹事会 
協議会に提案する 
事項について協議・ 
調整 

事務局 
協議会資料の作成、庶務 

議事提案 

付託付託 

情報交換情報交換・調整調整 

情報交換情報交換・調整調整 

議事資料等提出議事資料等提出 

付託 

報告 

情報交換・調整 

情報交換・調整 

情報交換・調整 

指示 

指示 
報告 

報告 

情報交換・調整 

議事資料等提出 
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１日　時　平成１４年４月１７日（水）13:33 ～14:39
２場　所　国民年金健康センター「丹後おおみや」（大宮町）
３出席者　４８人（欠席2人）
４主な議題
（１）協議会規約等諸規程について
（２）平成１４年度予算について
（３）今後の予定について

５議事経緯
◆委員紹介
◆報告　会長　相見幸三氏（丹後町長）が欠席により、

本日の議長は副会長の 岡六右衛門氏（網野
町長）が議長となる旨を報告。

◆あいさつ　　 岡議長
◆委員紹介
◆委嘱状交付
◆祝電披露　　京都府知事　山田啓二氏
◆報告事項
・報告第１号　合併協議会規約について
・報告第２号　合併協議会幹事会設置運営規程について
・報告第３号　合併協議会専門部会設置要領について
・報告第４号　合併協議会事務局規程について
・報告第５号　平成１４年度合併協議会予算について
・報告第６号　合併協議会委員報酬及び費用弁償規程について
・報告第７号　合併協議会財務規程について

⇒　報告１～７号確認。
◆議決事項
・議案第１号　合併協議会会議運営規程について
「会議運営は、町民の意見の反映と、公平・公正な
協議の推進を基本方針とし、協議会は公開、傍聴
可能、会議録を調整・公表する。また、会議は計
画的に開催し能率的に運営することとし、全会一
致をもって進めることを原則とするが、出席委員
の３分の２以上の賛同をもって議事を進める」等

⇒ 承認
・議案第２号　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・

弥栄町・久美浜町合併協議会小委員
会設置運営規定について

「協議会に小委員会を設置することとし、小委員

会の所掌事務については、協議会の任務の一部につ
いて、専門的に調査審議等をする。小委員会は、総
務・企画・議会小委員会、住民・福祉・教育小委員
会、建設・産業小委員会及び新市建設計画策定小委
員会の４つの小委員会を設置。各協議会委員が分散
して参画し、その所属は会長が指名する」と事務局
より説明。

⇒ 承認
・主な意見
問い　総務・企画・議会小委員会では町独自の課題も

協議されるのか。
答え　小委員会・協議会の順で委員の貴重な意見のも

とに協議が進められると考える。
問い　総務・企画・議会小委員会で議員の任期・定数

を協議するのはいかがなものか。各議会で判断すべき。
答え　各議会のご議論も尊重していきたい。
問い　協議会の委員が全体の議論を承知するため、所属

以外の小委員会の資料をすべて配布いただきたい。
答え　配布する。
問い　傍聴の取り扱いについて、もう少し具体的に説明

されたい。
答え　傍聴やその定員の決定は、協議会は議長（会長）が、

小委員会は委員長が行い、その事務については
合併協議会事務局が行う。また、会場ごとに定め
られた定員を超える場合は、会議開始前に同事
務局職員によりくじ引きを行い、その結果をも
とにして議長または委員長が傍聴人を決定する。

◆協議第１号　合併協定項目（案）について
⇒　原案確認・継続協議

◆その他（報告）
組織図について
ホームページの開設について
住民意識調査について
・主な質問
問い　ホームページはアクセスカウントするのか。
答え　カウントする方向です。
問い　ホームページでの住民の意見募集を企画しては

どうか。
答え　募集方法や表現の問題など研究を要する点もあ

り、今後の検討にさせていただきたい。

日　時　平成１４年４月１７日（水）14:50 ～15:06 
場　所　国民年金健康センター「丹後おおみや」（大宮町）
出席者　１８人（欠席2人）
主な議題
（１）委員長、副委員長の選任について
（２）小委員会の役割、運営方法について
（３）今後の予定について

１議事経緯
◆委員紹介
◆委員長・副委員長の互選

委 員 長　相見町長（丹後町）
副委員長　 岡町長（網野町）を選出

（委員長、欠席の旨報告）
◆議　事
小委員会の協議事項
等について
規約・組織図・申
し合わせを事務局が
説明
⇒　確認
町長が欠席の場合、
代理は不可とし、オ
ブザーバー参加とし
てその町の助役の出
席を求める。
⇒　確認

弥栄町・久美浜町合併協議会事務局）



総務・企画・議会小委員会 10人 
10人 
10人 
10人 

住民・福祉・教育小委員会 
建 設・産 業 小 委員会  
新市建設計画策定小委員会 

第二回峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町合併協議会 ６月２６日（水）PM1:30～峰山町総合福祉センター 

５月２４日（金）AM9:30～峰山町役場 
５月２２日（水）PM1:30～弥栄町役場 
５月１６日（木）PM1:30～久美浜町福祉センター 
５月３０日（木）PM1:30～峰山町役場 

10人 
10人 
10人 
10人 

30人 

６月１４日（金）PM1:30～丹後町役場 
傍聴人数 第 ２ 回 目 傍聴人数 第 ３ 回 目 

６月１１日（火）PM1:30～アグリセンター大宮 
６月６日（木）PM1:30～あみの図書館 
６月２０日（木）PM1:30～あみの図書館 

■今後の会議予定（傍聴人数は予定） 
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日　時　平成１４年４月１７日（水）15:10～15:35
場　所　国民年金健康センター「丹後おおみや」（大宮町）
出席者　１３人（欠席1人）
主な議題
（１）委員長・副委員長の選任について
（２）小委員会の役割・運営方法について
（３）今後の予定について

１議事経緯
◆委員紹介
◆委員長・副委員長の互選

委 員 長　川戸議長（久美浜町）
副委員長 末次議長（網野町）を選出

日　時　平成１４年４月１７日（水）15:30～
場　所　国民年金健康センター「丹後おおみや」（大宮町）
出席者　１４人
主な議題
（１）委員長、副委員長の選任について
（２）小委員会の役割、運営方法について
（３）今後の予定について

１議事経緯
◆委員紹介
◆委員長、副委員長の互選

委 員 長に木本議長（弥栄町）
副委員長に石河議長（大宮町）を選出

◆委員長、副委員長あいさつ
◆議　事
小委員会の協議事項について
規約・組織図・申し合わせを事務局が説明

日　時　平成１４年４月１７日（水）15:15～16:06 
場　所　国民年金健康センター「丹後おおみや」（大宮町）
出席者　１４人
主な議題
（１）委員長、副委員長の選任について
（２）小委員会の役割、運営方法について
（３）今後の予定について

１議事経緯
◆委員紹介
◆委員長・副委員長の互選

委 員 長　田中議長（峰山町）
副委員長　瀬川議長（丹後町）を選出

◆委員長・副委員長あいさつ

◆委員長あいさつ
◆議　事
小委員会の協議事項　
等について
規約・組織図・申し

合わせを事務局が説明
・主な意見
問い　委員が活発な

議論をするた
めには、事前に小委員会提出予定資料の送付を
お願いしたい。

答え　ご意見のとおり事前に送付する。

・主な意見
q 各町の意見を

ごり押しする
ような意見が
出た場合の対
処方法につい
ての検討を要
する（町の代
表としての立
場上言わねばならない時もあるが。）

w 小委員会での議論は、合併をするためにはどの
ようにするかが主眼であり、地域エゴを出して
も合併の議論にはならない。譲るところは譲る
ということで、各委員の常識を信頼したい。

e 合併に向けての議論か、是非も含めての議論か、
この小委員会の場の基本的なスタンスが不鮮明
と思われる。

r 是非も含めてだが、合併を視野において議論す
ることが協議会の立場だと思う。

◆議　事
小委員会の協議事項
等について
規約・組織図・申し

合わせを事務局が説明
・主な意見
問い　協議会は全会

一致が原則だ
が小委員会は
どうか。

答え　協議会規約に準じ全会一致を原則とし、全会一
致を見ない場合は、３分の２以上の合意でお願
いしたいと考えている。

問い　定足数はどうか
答え　協議会規約に順じ、２分の１以上と考えている。

以上、申し合わせ事項に追加する。

（文責　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・
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